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エコアクション21 環境レポート

Ⅰ. 組織の概要及び対象範囲

（１） 事業所名及び代表者名

事 業 所 名　： 旭東通商 株式会社
責 任 者 名　： 取締役

斎藤　勉

（２） 所　在　地

【本社営業部】　            【北上支店】

〒021-0041 〒024-0003

岩手県一関市赤荻字桜町１５０－１ 岩手県北上市成田２７地割３－６

TEL ： 0191(25)3721  FAX ： 0191(25)3773 TEL ： 0197(66)6111  FAX ： 0197(61)6115

　

（３） 環境管理責任者及び連絡先

小澤　正人
武居　南
旭東通商株式会社　本社営業部
TEL ： 0191(25)3721  FAX ： 0191(25)3773
E-mail ： kyokutou@mtb.biglobe.ne.jp

（４） 事業の内容 工業薬品・油脂を主としたハンダ付け材料等の販売

（５） 事業規模 ：
： １,０００万円

：
：

　 ：

（６） 認証登録範囲 本社営業部　及び　北上支店

（７） レポートの対象期間及び発行日

： ２０２１年 ４ 月 １ 日  ～  ２０２２年　３  月 ３１ 日

： ２０２２年 ４ 月 ２２ 日
　

レポート対象期間

レポート発行日

倉庫兼事務所面積 198.00m
2

168.07m
2

366.07m
2

             ※ 2016年3月31日現在

従業員数 １０名 ４名 １４名
敷地面積 2,868.84m

2
1,260.51m

2
4,129.35m

2

合 計

環境管理責任者　： 
環境事務局　： 

連　　　絡　　　先　： 

             

設立 昭和 ５１ 年 ４月 １日
資本金

本社営業部 北上支店

－１－ 旭東通商  株式会社



エコアクション21環境レポート

環境経営組織図

○ ○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

◎　：主管部門　
○　：所管部門
空欄：関連部門

○

○

１４ 環境活動レポートの取りまとめ ◎ ○

１５ 環境活動レポートの公表 ◎ ○

１２
取組状況の確認並びに問題是正及び
予防

◎ ○ ○

１３ 代表者による全体の評価と見直し ◎ ○

１０ 環境上の緊急事態への準備及び対応 ◎ ○

１１ 環境関連文書及び記録の作成・整理 ◎ ○

８ 環境コミュニケーションの実施 ◎ ○

９ 実施及び運用 ◎ ○

７ 教育・訓練の実施 ◎ ○

６ 実地体制の構築 ◎ ○ ○

○

５ 環境目標及び環境活動計画の策定 ◎ ○ ○

４ 環境関連法規等の取りまとめ ◎ ○ ○

３
環境への負荷と環境への取組状況の
把握及び評価

◎ ○

２ 環境方針の策定 ◎ ○ ○

１ 取組の対象組織・活動の明確化 ◎

法定
　　　　要求事項 責任者 責任者 事務局 管理者

営
業
課

業
務
課

総
務
課

北
上
支
店

≪ 環境経営システム要求と各部門の関連 ≫
　　　　　　　　　　　　　　　　部門

代表者
環境管理 環境実行 環境

小澤正人・佐藤次男･平賀貴光

会     議 環境事務局

環境実行責任者 武居　南

小澤正人

代表者 斎藤　勉

環境管理責任者 小澤　正人

法定管理者

－２－ 旭東通商株式会社



　旭東通商株式会社（以下「当社」）は、社会の発展に貢献することを

踏まえ、環境保全への取り組みが重要であることを認識し、商社活動を

通して、自然環境との調和を目指し、以下の活動を推進します。

１．営業、受注、発注･入荷、保管、輸送及び納品に至る販売活動を

　通して、省資源、省エネルギー、廃棄物の削減及び安全の確保を

　推進します。

２．環境負荷の低減、並びに環境汚染の予防につながる商品の販売促

　進及び情報提供に努めます。

３．当社に適用される環境関連法規等を遵守します。

４．業務のムリ･ムダ･ムラを改善し、効率のよい販売活動を行います。

５．環境マネジメントシステムを定期的に見直し、有効性の向上に

　努め、継続的な改善を行います。

　また、積極的に環境情報の公開を行います。

２０２１年3月19日（第6版）

旭東通商株式会社
取締役部長　齋藤　勉

旭東通商株式会社　環境方針

環　境　理　念

行　動　指　針



別紙４

CO2排出量　削減（燃料・電気・ガス）

2022年度までに　1.8％削減

1年間に0.4％削減

基準（2019年度）   

55,085.53 ㎏-CO2/ｋWｈ

燃料の削減（エコドライブ）の推奨

不在時の電気消灯

絶対量少なく、月ごとの排出量管理にてリサイクル率の監視を実施

目標の数値化は行わず、昨年度までの管理は継続

　　廃棄物排出記録

絶対量少なく、月ごとの使用量管理にて異常有無の監視を実施

目標の数値化は行わず、昨年度までの管理は継続

４． 環境配慮商品の販売 環境に配慮した製品の営業ＰＲ活動 営業課

空調・照明の適正管理は継続。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　ガソリン・軽油・灯油・LPG・産業廃棄物の数値にて排出量
を比較。

２． 廃棄物排出量削減
総務課
業務課

３． 水使用量の削減 総務課

総務課
営業課

1.8％削減

54755.01　kg-co2 54424.50　kg-co2 54093.99　kg-co2

目標値 目標値 目標値１． 二酸化炭素排出量削減

CO2排出量 CO2排出量 CO2排出量

2019年度比 2019年度比 2019年度比

0.6％削減 1.2％削減

No 取組項目 環境目標（中期計画）
各年度目標（年度計画）

担当部門
２０20年度目標 ２０21年度目標 ２０22年度目標

改　 定：2021年　4月　1日

部長
環境管理
責任者

環境事務局

環境目標一覧表
作成日：　２０２０年　４月　３日（１３版 ）



別紙５

作成日：　２０２０年   ４ 月 　３ 日 凡例　 ○：計画　●：実績　▲：計画外実績

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

〇

環境教育

エコドライブの推奨・監視

照明・空調の電気機器管理

エアコンの簡易点検 ○ ○ ○ ○

○

2019年度排出量をもとに エコドライブ教育（資料）

二酸化炭素排出量を ○ ○

エコドライブの推奨・監視を中心に ○ ○ ○ ○ ○ ○

 削減実績の監視・測定（実績管理）

計画の確認・評価

kg-co2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

確認
（環境管理責任者）

0.00 0.00

累計評価

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

49,124.50 54,424.50

単月実績

0.00

5,300.00

累計目標 5,012.00 8,992.00 13,044.00 17,104.00 21,174.50 25,474.50 29,774.50 34,274.50

4,300.00 4,300.00 4,500.00 5,250.00 5,100.00 4,500.00単月目標 5,012.00 3,980.00 4,052.00 4,060.00 4,070.50

39,524.50 44,624.50

45,184.43 49,691.00 55,085.53

5,123.33 4,506.57 5,394.534,333.76 4,830.47 5,321.69

17,178.76 21,268.70 25,575.18

4,095.30 4,089.94 4,306.48

29,908.94 34,739.41 40,061.10
二
酸
化
炭
素
排
出
量

2019年度実績 5,018.43 3,985.35 4,079.68

2019年度累計 5,018.43 9,003.78 13,083.46

累計実績 0.00 0.00 0.00

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

給油のタイミングにて実施

車両点検の定期的な実施（運行前車輛点検） 〃

2021年度は　1.2％削減 営業車の効率的な運転の徹底（行動予定表の記入） 〃 毎日の行動予定表

車両点検の定
期的な実施         

     
（運行前車輛

点検）

　適切な時期でのタイヤ交換 〃

2019年度排出量をもとに 　タイヤの空気圧チェック（まめにSSでチェックしてもらう） 〃

54424.50　kg-co2
省エネ車輛への更新 〃 今年度未計画

武居

55,085.53　kg-co2

営業車の効率
的な運転の　　

徹底

　不必要なアイドリング禁止

小澤
　急発進・急加速・急ブレーキ運転の禁止

　目標：2022年度1.8％削減 　エアコン（冷房・暖房）の控えめ設定と使用

54,093.99　kg-co2 　不要な荷物は乗せたままにしない

 空調の温度管理（夏：２８℃、冬：２０℃）
武　居　　　　

佐藤

　基準：2019年度 武居　佐藤

二酸化炭素排出量を

小　澤2022年度までに  CO2削減ルール説明 ・ 教育

2019年度比　

1.8％削減する
武　居　　　　

佐藤
 照明の適正管理（無人時の消灯励行）

２０２１年度　環境活動計画書
活動部門名 総務課・業務課

環境実行責任者 佐藤　次男

取組項目（中期計画） 活　動　方　法 担当者

（毎朝の運行前車輌点検及び記録簿への記入）



別紙５

作成日：　２０２０年   ４ 月 　３ 日 凡例　 ○：計画　●：実績　▲：計画外実績

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

〇

環境教育

エコドライブの推奨・監視

照明・空調の電気機器管理

エアコンの簡易点検 ● ● ● ●

●

2019年度排出量をもとに エコドライブ教育（資料）

二酸化炭素排出量を ● ●

エコドライブの推奨・監視を中心に ● ● ● ● ● ●

 削減実績の監視・測定（実績管理）

計画の確認・評価

kg-co2

0.834 0.825 0.89 0.933 0.935 0.941 0.952 0.951 0.955 0.94 0.942 0.942

確認
（環境管理責任者）

〇 〇 〇 〇 〇 〇

41,946.28 46,295.64

累計評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇

15,950.78 19,803.47 23,963.00 28,334.62 32,593.50

4,159.530 4,371.620 4,258.880 5,132.840

37,726.34

49,124.50 54,424.50

単月実績 4,178.230 3,237.530 4,198.700 4,336.320 3,852.690 4,954.3404,219.940 4,349.360

51,249.98

5,300.00

累計目標 5,012.00 8,992.00 13,044.00 17,104.00 21,174.50 25,474.50 29,774.50 34,274.50

4,300.00 4,300.00 4,500.00 5,250.00 5,100.00 4,500.00単月目標 5,012.00 3,980.00 4,052.00 4,060.00 4,070.50

39,524.50 44,624.50

45,184.43 49,691.00 55,085.53

5,123.33 4,506.57 5,394.534,333.76 4,830.47 5,321.69

17,178.76 21,268.70 25,575.18

4,095.30 4,089.94 4,306.48

29,908.94 34,739.41 40,061.10
二
酸
化
炭
素
排
出
量

2019年度実績 5,018.43 3,985.35 4,079.68

2019年度累計 5,018.43 9,003.78 13,083.46

累計実績 4,178.23 7,415.76 11,614.46

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

給油のタイミングにて実施

車両点検の定期的な実施（運行前車輛点検） 〃

2021年度は　1.2％削減 営業車の効率的な運転の徹底（行動予定表の記入） 〃 毎日の行動予定表

車両点検の定
期的な実施         

     
（運行前車輛

点検）

　適切な時期でのタイヤ交換 〃

2019年度排出量をもとに 　タイヤの空気圧チェック（まめにSSでチェックしてもらう） 〃

54424.50　kg-co2
省エネ車輛への更新 〃 今年度未計画

武居

55,085.53　kg-co2

営業車の効率
的な運転の　　

徹底

　不必要なアイドリング禁止

小澤
　急発進・急加速・急ブレーキ運転の禁止

　目標：2022年度1.8％削減 　エアコン（冷房・暖房）の控えめ設定と使用

54,093.99　kg-co2 　不要な荷物は乗せたままにしない

 空調の温度管理（夏：２８℃、冬：２０℃）
武　居　　　　

佐藤

　基準：2019年度 武居　佐藤

二酸化炭素排出量を

小　澤2022年度までに  CO2削減ルール説明 ・ 教育

2019年度比　

1.8％削減する
武　居　　　　

佐藤
 照明の適正管理（無人時の消灯励行）

２０２１年度　環境活動計画書
活動部門名 総務課・業務課

環境実行責任者 佐藤　次男

取組項目（中期計画） 活　動　方　法 担当者

（毎朝の運行前車輌点検及び記録簿への記入）



4. 一般廃棄物排出量等
○ 内訳については、上段に廃棄物の種類（可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみ等）を、下段の括弧内には当該地方公共団体等における処理方法等（焼却、最終処分（埋立）、再資源化等）を、それぞれ入力してください。

○ 処理費用には、収集運搬及び処分に関わる費用の合計を入力してください。

○ 処理費用について、再資源化のために有価物として売却している場合は、金額をマイナスで入力してください。

○ 「特別管理一般廃棄物」は、病院及び診療所等から排出される感染性廃棄物、エアコン・テレビ・電子レンジに含まれるPCBを使用した部品等の廃棄物処理法施行令第１条に定められている一般廃棄物が該当します。

（1）一般廃棄物

内訳 単位 2021年4月 2021年5月 2021年6月 2021年7月 2021年8月 2021年9月 2021年10月 2021年11月 2021年12月 2022年1月 2022年2月 2022年3月 合計

上白紙 排出量 kg 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.032 0.000 0.000 0.000 0.160 0.170 0.17

（　　　可燃ごみ　　　） 円 0 0 4,620 1,100 0 0 4,928 0 0 0 8,800 2,618 22,066

新聞紙 排出量 kg 0.00

（　　　資源ごみ　　　　） 円 0 0

段ボール 排出量 kg 0.00 0.00 0.00 0.04 0.13 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.17

（　　　　資源ごみ　　　） 円 9 10 11 30

雑誌 排出量 kg 0.00 0.00 0.00 0.02 0.02 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.04

（　　　　資源ごみ　　　） 円 0 0 0 0

排出量 kg

（　　　　　　　　） 円

排出量 kg

（　　　　　　　　） 円

総排出量 kg 0.06 0.15 0.03 0.16 0.17 0.17 0.74

円 4,620 1,100 4,928 9 8,810 2,629 22,096

（2）一般廃棄物（特別管理）

内訳 単位 2021年4月 2021年5月 2021年6月 2021年7月 2021年8月 2021年9月 2021年10月 2021年11月 2021年12月 2022年1月 2022年2月 2022年3月 合計

排出量 kg

（　　　　　　　　） 円

排出量 kg

（　　　　　　　　） 円

総排出量 kg

円
合計

処理費用

処理費用

合計
処理費用

項目

処理費用

処理費用

処理費用

項目

処理費用

処理費用

処理費用

処理費用



6. 水使用量及び総排水量

（1）水使用量

○ 製品の生産において原材料等として投入される水は、「8. 資源使用量」で把握してください。

○ サイト内で循環的に利用している水は、使用量に含めないでください。

内訳 単位 2021年4月 2021年5月 2021年6月 2021年7月 2021年8月 2021年9月 2021年10月 2021年11月 2021年12月 2022年1月 2022年2月 2022年3月 合計

使用量 m3 5.00 5.00 7.00 8.00 8.00 8.00 5.00 7.00 6.00 7.00 7.00 5.00 78.00

料金 円 2,816 2,789 3,058 3,168 3,036 3,168 2,816 3,058 2,926 3,036 3,058 2,926 35,855

使用量 m3

料金 円

使用量 m3

料金 円

使用量 m3

料金 円

使用量 m3

料金 円

使用量 m3 5.00 5.00 7.00 8.00 8.00 8.00 5.00 7.00 6.00 7.00 7.00 5.00 78.00

料金 円 2,816 2,789 3,058 3,168 3,036 3,168 2,816 3,058 2,926 3,036 3,058 2,926 35,855

（2）総排水量

※北上支店のみ

内訳 単位 2021年4月 2021年5月 2021年6月 2021年7月 2021年8月 2021年9月 2021年10月 2021年11月 2021年12月 2022年1月 2022年2月 2022年3月 合計

河川 排水量 m3

湖沼 排水量 m3

海域 排水量 m3

排水量 m3

排水量 m3

排水量 m3 3.00 3.00 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 3.00 3.00 4.00 3.00 43.00

料金 円 1,742 1,742 1,742 1,742 1,742 1,742 1,742 1,742 1,742 1,742 1,742 1,742 20,904

注：公共用水域への排水にあたり、排出量料金等が必要な場合は、これを把握することが望まれます。

総排水量 m3 3.00 3.00 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 3.00 3.00 4.00 3.00 43.00

料金 円 1,742 1,742 1,742 1,742 1,742 1,742 1,742 1,742 1,742 1,742 1,742 1,742 20,904

種類

公共用
水域

下水道

合計

合計

種類

上水

工業用水

地下水
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① 環境教育

【全従業員環境教育 ：2021年 10月 20日 実施予定】

****　教育内容　****

１．当社の環境方針
２．当社の環境管理組織
３．2020年度活動実績
４．2020年度エコアクション21中間審査報告
５．2021年度環境目標
６．2021年度環境活動計画書
７．エコアクション21年間スケジュールについて
８．その他
（緊急時対応手順・環境調査依頼の動向について）

② 緊急事態訓練

『毒劇物漏洩緊急事態対応訓練』

【 2021年10月20日 一関・北上　実施予定】

****　訓練内容　****
１．各緊急事態対応手順書読み合わせ

①油流出時の対応手順
②倉庫の薬品漏洩対応手順、模擬訓練

２．備品の置場確認、員数確認

　

ｺﾛﾅの為、全員での会議は延期致しまし

た。各資料配布にて、確認して頂きまし

た。 配布資料

①環境目標一覧・計画

②緊急事態対応手順書【KTE-02-001 第

－10－ 旭東通商株式会社



　 別紙４

CO2排出量　削減（燃料・電気・ガス）

2022年度までに　1.8％削減

1年間に0.4％削減

基準（2019年度）   

55,085.53 ㎏-CO2/ｋWｈ

燃料の削減（エコドライブ）の推奨

不在時の電気消灯

絶対量少なく、月ごとの排出量管理にてリサイクル率の監視を実施

目標の数値化は行わず、昨年度までの管理は継続

　　廃棄物排出記録

絶対量少なく、月ごとの使用量管理にて異常有無の監視を実施

目標の数値化は行わず、昨年度までの管理は継続

４． 環境配慮商品の販売 環境に配慮した製品の営業ＰＲ活動 営業課

空調・照明の適正管理は継続。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　ガソリン・軽油・灯油・LPG・産業廃棄物の数値にて排出量
を比較。

２． 廃棄物排出量削減
総務課
業務課

３． 水使用量の削減 総務課

総務課
営業課

1.8％削減

54755.01　kg-co2 54424.50　kg-co2 54093.99　kg-co2

目標値 目標値 目標値１． 二酸化炭素排出量削減

CO2排出量 CO2排出量 CO2排出量

2019年度比 2019年度比 2019年度比

0.6％削減 1.2％削減

No 取組項目 環境目標（中期計画）
各年度目標（年度計画）

担当部門
２０20年度目標 ２０21年度目標 ２０22年度目標

改　 定：2021年　4月　1日

次年度以降の目標及び活動について
部長

環境管理
責任者

環境事務局

2021年度は2019年度比較にて1.2％の削減は達成している。

2022年度は、継続して二酸化炭素排出削減に努め、次三カ年の推移基準とする。

引き続き、エコドライブの推奨・教育をし、電気使用含め使用料を周知徹底していく。

環境目標一覧表
作成日：　２０２０年　４月　３日（１３版 ）
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Ⅵ.　環境関連法規への違反・訴訟の有無

①　環境関連法規等の順守状況

当社に適用される環境関連法規等の順守状況の定期的な確認は、年１回毎年２月に行うこと
とし、下記日程にて順守状況の確認を行いました。

一　関 ：　２０２２年２月４日(金)
北　上 ：　２０２２年２月４日(金)

環境関連法規等の順守状況の確認の結果違反はありませんでした。

   ～ 主な関連法規 ～

① 労働安全衛生法

② 水質汚濁防止法
③ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令
④ 消防法

危険物の規則に関する政令
⑤ 毒物及び劇物取締法
⑥ 道路法
⑦
⑧
⑨ 揮発油税法
⑩ 租税特別措置法
⑪ エネルギーの使用の合理化に関する法律
⑫ 高圧ガス保安法

②　その他の要求事項

その他各社からの要求事項に関しても、上記同様確認の結果順守されております。

③　違反、訴訟の有無

関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

※　主な当社に適用される環境関連法規、条例等の改正状況の確認を2022年2月4日
　に行い、当社の該当項目に関する変更がないことを確認致しました。
　

調査日：

フロン排出抑制法
国等における環境物質等の調達の推進等に関する法律

－１４－ 旭東通商 株式会社



別紙１３

２０２１年度　環境経営システム見直し記録

１． 報告資料 ２． 改善のための提案事項（必須）

（１）環境方針
（２）環境目標・環境活動計画書の達成状況
（３）環境コミュニケーション状況
（４）環境法規等のとりまとめ一覧兼遵守
（５）緊急事態訓練
（６）環境経営システムの運用状況

＜報告資料に対するコメント＞ .

（１）

３． 代表者のコメント

（２）

（４）

４． アウトプット事項
（５） （１）環境方針変更は？

（２）環境目標の変更は？

（６） （３）その他環境経営システムの
その他の変更は？

５． 指示事項

３Ｒを継続推進
営業車の随時エコドライブの意識向上

ｺﾛﾅによって、全体で行うことは出来ずに、書面での再確認と
なったが、災害が多くなっている環境で、従業員の意識をより高
めていく。

 2021年度より変更

３カ年目標を継続

環境経営システムの運用について、それぞれの役割及び権限を
再確認の上、自主的に活動できるように徹底していく。

従来通り継続

環境目標管理の徹底

関連法規の見直しを行い、法令違反はありません。

インプット情報（詳細は各報告資料を参照のこと） 計画した目標には継続的に達成状況にあるが、ｺﾛﾅの影響で、全体会議ができておらず
運用状況や課題点の伝達が最小限になってしまっている為、
従業員全員が理解しやすい仕組みを考える必要がある。
帳簿電子保存の義務もある為、紙の削減を率先して行い、廃棄物の削減と業務の効率を
より良くしていけるよう努力します。

今年度も方針に基づき、それぞれ概ね順調に活動することができた
。
2019年ガイドラインをもとに課題とチャンス、継続的改善の誓約をし
ていく環境方針に改善する。

～見直し結果（代表者）～

環境方針に沿った活動・行動を、日常で行える意識をもっと高め、
改善点を実行できるようにしていきたい。数値目標として取り組みした二酸化炭素排出削減目標を達成した。

（３） 環境コミュニケーションは各自管理にて対応しています。尚、外部
からの苦情・要望等はありません。

～見直しのためのインプット情報（環境管理責任者）～

代表者 環境事務局

見直し日：　２０２2年  ４ 月  ２２ 日
斎藤 武居
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